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岩槻区コミュニティバスのルート変更状況について
令和７年度さいたま市地域公共交通協議会 令和７年11月25日（火）

資料３

１. 岩槻区コミュニティバス、Ｒ７年５月の運行改善の概要

○運行概要

Ｒ７年５月１日以降～
（主な変更点を赤字で表示）

～Ｒ７年４月30日以前

慈恩寺観音⇔東岩槻駅北口⇔岩槻城址公
園⇔久伊豆神社前（追加）⇔岩槻駅⇔丸
山記念総合病院⇔府内一丁目

慈恩寺観音⇔東岩槻駅北口⇔岩槻城
址公園⇔岩槻駅⇔丸山記念総合病院
⇔府内一丁目

運行区間

・月曜日から金曜日までの平日
・７時台から18時台まで
※年末年始（12月29日から１月３日まで）

土・日、祝日は運行しない。

・月曜日から金曜日までの平日
・７時台から19時台まで
※年末年始（12月29日から１月３日まで）

土・日、祝日は運行しない。

運行日時

７便／日（片方向）12便／日（片方向）運行便数

約16㎞（運行時間：約75分）約13㎞（運行時間：約50分）運行距離

毎時同分ではないダイヤ毎時同分のダイヤ運行ダイヤ

Ｒ７年５月より新たに経由する
ようになった本丸・宮町地区

かねてより、本丸・宮町地区における住民から、高齢化が進み、移動の足に課題が生じていることから運行ルート変更の要望があった
交通空白地区の解消、利用者の利便性向上を図るため、Ｒ７年５月１日よりルート変更
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２. 利用実績（利用者数）について
ルート変更後の利用者をR６,R７で比較すると、全ての月で約３割減少している

６か月計10月９月８月７月６月５月

37,2016,5766,0585,9816,7435,8835,960R６年

25,5214,1134,3754,1434,5694,2754,046R７年

-31.4%-37.5%-27.8%-30.7%-32.2%-27.3%-32.1%前年比

利用者数の推移（R６.５～10、 R７.５～10）
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２. 利用実績（エリアOD）について
 1日あたりのトリップ数は、利用者数の減少によりトリップ数も約３割減少
 Cエリア（東岩槻駅）を中心とした移動が多い
Ｈエリア（岩槻駅周辺）間の移動が多い
 Ｆエリア（本丸・宮町地区）-Ｈエリア（岩槻駅周辺）の間での移動が多く、
Ｆエリア（本丸・宮町地区）でのトリップは一定数ある

（トリップ/日）
ＯＤ表（R７.５~８の１か月平均）

前年の同期間と比較し
トリップが増加した区間

前年の同期間と比較し
トリップが減少した区間

経路変更後の１日あたりエリア間ＯＤ
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ルート変更による交通空白地区・交通不便地区の解消

ルート変更によって、高齢者の多い地域を経由すると
ともに、新たなバス停の設置し、地域の要望へ対応

高齢者の多い約9haの
交通空白地区・交通

不便地区を解消

３. ルート変更による交通空白地区等の解消
ルート変更によって、本丸・宮町地区の高齢者が多く居住する約9.0haの交通空白地区・交通不便地区等が解消された
ルート変更後は40人/ha以上の人口密度が高いエリアを走行している
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４. 今後の方向性（実証運行の継続について）

コミュニティバス等導入ガイドライン



４. 今後の方向性（実証運行の継続について）
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上記により「現ルートでの実証運行の継続」、「再編検討の実施」を諮りたい

① 交通空白地区・交通不便地区等を解消している
② ルート変更後は、延伸した区間についても利用実績から一定数利用があり、

利便性向上が図られている
③ 利用者数増加に資するサービス水準の改善等の検討が必要
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実証運行継続に係る判断の視点は以下の3点である


